
【目的】ノロウイルス食中毒は、調理従事者

を介した食品の二次汚染を原因とする事例が

多く報告されており、調理従事者の健康管理

の重要性が指摘されている。厚生労働省の大

量調理施設衛生管理マニュアルでは、冬季に

おける調理従事者のノロウイルスの定期検査

が推奨されている。検査に用いる試薬も

日々、開発が進められており、今回、島津製

作所から1step RT-PCR ノロウイルスG1検出

試薬キット(以下、G1検出試薬キット)及び

1step RT-PCR ノロウイルスG2検出試薬キッ

ト(以下、G2検出試薬キット)が新しく発売さ

れた。これは、RT反応とPCR反応を連続的に

行うことができ、従来の 2stepキットと比

べ、作業の効率化、時間の短縮を目的として

開発された。今回、この試薬を用いてノロウ

イルスの型別を実施し、以前から発売されて

いる1step RT-PCR ノロウイルスG1&G2検出試

薬キット(以下、G1&G2検出試薬キット)との

検出比較を行った。同時に新型のＧⅡ.17の

検出状況を確認したくシーケンス解析を行っ

たのであわせて報告する。 

【方法】当施設において、G1&G2検出試薬キ

ットを用い、陽性となった3,918検体の冷凍

保存便を対象とした。このうち、同施設かつ

同名検体、家族疑いの検体、事故発生の疑い

がある施設の検体は、偏りを避けるために重

複しないよう抽出した。この集団より、2015

年11月から2016年3月までの期間で各月100検

体を無作為抽出し、計500検体とした。無作

為抽出した検体の冷凍保存便を500μLの滅菌

蒸留水に溶かして乳剤とし、G1検出試薬キッ

ト及びG2検出試薬キットを用いて型別判定を

行い、シーケンス解析も行った。 

【結果】G1検出試薬キット及びG2検出試薬キ

ットで検査を行った500検体のうち、型別判

定できたものが476検体となった。陰性とな

った24検体は、G1&G2検出試薬キットで再度

検査したが陰性の判定となった。この型別結

果のうち、ＧⅠとＧⅡの検出割合は、ＧⅠが

7.4％、ＧⅡが92.6％であった。月別に比較

するとＧⅠは5～10％、ＧⅡは90～95％程度

となった。シーケンス解析結果は、ＧⅡ.4が

全体の37.2％、ＧⅡ.17が42.9％を占める結

果となった。 

【考察】G1&G2検出試薬キットでノロウイル

スが検出された当施設の冷凍保存便は全ての

検体において、G1検出試薬キット及びG2検出

試薬キットで判定が一致していたことから、

G1&G2検出試薬キットと同等の感度を有して

いることが確認できた。検出されなかった検

体では、便中の成分によるRNAの分解や凍結

融解によるRNAの損傷などが考えられる。集

計した検体のＧⅠとＧⅡの割合は月別で、Ｇ

Ⅰが10％程度、ＧⅡが90％程度であり、月に

よる差はないと考えられる。また、シーケン

スの結果より以前から主流であったＧⅡ.4と

同程度の割合でＧⅡ.17が検出されたことか

ら、ＧⅡ.17による感染が今シーズン発生し

ていたと考えられる。 
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